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１．緒言  

 

 キウイフルーツは大果で糖度が高いほど単価

が高く，収益性がよい．大果を生産するための

基本的な栽培管理として，人工受粉などにより

受精が正常に行われ種子数が多いこと，摘果を

行って適正な着果量とすることがあげられる．

また，合成サイトカイニンであるホルクロルフ

ェニュロンの果実浸漬または散布も有効な手段

であるが，一方で糖度や貯蔵性の低下を招くこ

とが報告1)されている． 

糖度向上のためには適正な葉面積指数（LAI）

になるように棚面の明るさを確保するため，枝

葉管理が重要であり，最適な葉面積指数は2.3～

2.8とされている14)． 

これらの果実管理や枝葉管理を行った上で，

さらに栽培的手法で果実肥大や品質の向上を図

る手法の一つとして環状剥皮が考えられる． 

 環状剥皮は枝あるいは幹の表皮およびその直

下にある篩部をリング状に除去する手法で，果

樹では花芽形成11),13)や熟期の促進15)，着色向上 
16)など栽培管理上，有益な効果が認められるこ

とから広く用いられている技術である．また，

キウイフルーツでは環状剥皮により花腐細菌病

の発生を耕種的に抑制できることが知られてい

る3),8)． 

 本試験ではキウイフルーツを対象として，果

実肥大促進および果実品質向上というふたつの

目的に適した環状剥皮の時期や回数などを検討

したのでその結果を報告する． 

 

 
２．材料および方法 

 

 

1) 夏季の環状剥皮の果実肥大効果 

(1)結果枝の剥皮と葉果比および結果枝長 

場内に植栽された高接後 2年目の 7年生「ヘ

イワード」を供試し，1984年に環状剥皮の有無

と結果枝の長さおよび葉果比を組み合わせた14

の試験区を設定した（表 1）． 

 

表1 試験区の構成 

葉果

比 

結果

枝長 

環状剥皮 

あり なし 

3 短 ① ⑧ 

〃 中 ② ⑨ 

6 短 ③ ⑩ 

〃 中 ④ ⑪ 

〃 長 ⑤ ⑫ 

9 中 ⑥ ⑬ 

〃 長 ⑦ ⑭ 

 

環状剥皮，葉果比の設定とも結実後の 6月 9

日に行った．また，環状剥皮はカッターを用い，

結果枝の基部に幅 5mmで行った．なお，結果枝

長「短」は 6月 9日時点で長さ約20cm，「中」

は長さ約50cm，「長」は長さ約 100cmの結果枝

である． 

供試した枝数および果数は表 2のとおりであ

る. 

表2 供試した枝数および果数 

葉果

比 

結果

枝長 

供試枝数

（本） 
 

供試果数

（果） 

環状剥皮  環状剥皮 

あり なし  あり なし 

3 短 8 7  16 13 

〃 中 5 3  17 9 

6 短 8 6  8 6 

〃 中 8 7  15 14 

〃 長 7 8  19 23 

9 中 5 5  5 8 

〃 長 7 9  13 18 

 

果実はすべて11月 6日に収穫し，個々の果実

重を測定した．うち半数は当日に果肉硬度，糖

度および酸含量を測定し，残り半数は厚さ0.02

mmのポリエチレンフィルムで包装し，常温で貯

蔵し，追熟が完了した11月29日に糖度を調査し

た．果肉硬度は毛じと果皮をカッターで剥いだ

後，木屋製作所製ユニバーサル果実硬度計（5kg

/cm
2型）で，糖度は屈折糖度計による可溶性固形

物含有率で測定し，酸含量は一定量の果汁を搾



 - 3 - 

汁し，0.156規定の水酸化ナトリウムによる中和

滴定量からクエン酸含量に換算して算出した． 

(2)主幹部への剥皮の時期 

1996年に雲仙市瑞穂町に植栽された12年生

「ヘイワード」を供試し，環状剥皮の時期と回

数を変えた処理区を設けた（表 3）．環状剥皮

は主幹基部より高さ約 100cmの部分にカッター

で 7.5mm幅で行った（写真 1）．試験規模は 1

区 2樹とした． 

剥皮後の 7月10日から 8月20日まで20日ごと

に剥皮部分のカルス（癒傷組織）の形成程度を

表 4に示す基準で調査した． 

 

            表3 試験区の構成 

 環状剥皮処理日 

剥皮時期 6月20日 7月10日 7月30日 

6下+7中 ○ ○ × 

6下+7下 ○ × ○ 

7中+7下 × ○ ○ 

6下+7中+7下 ○ ○ ○ 

無処理 × × × 

 

表4 カルスの形成程度 

指数 程度 形成割合（％） 

0 まったくカルスがない 0 

1 わずかにカルスがある  0 ～ 20 

2 少しカルスがある 20 ～ 40 

3 半分程度カルスがある 40 ～ 60 

4 ほとんどカルスがある 60 ～ 80 

5 全面にカルスがある 80 ～100 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真1 主幹部への環状剥皮 

 

11月12日に各樹より50果ずつサンプリングし，

果実重を測定した．また，そのうち10果につい

て11月13日に果肉硬度，糖度および酸含量を調

査した．さらに10果は厚さ0.03mmのポリエチレ

ンフィルムに入れ，エチレン発生剤（商品名：

熟れごろ）を同封して室温下で追熟を行い，追

熟が完了した11月26日に糖度を調査した． 

翌年の結果母枝のデンプン含量は以下に示す

酵素法により定量した．1997年 1月17日に各樹

より結果母枝10本を採取し，乾燥，粉砕後，95％

エタノールを加え，湯煎し，エタノール可溶性

物質を除去し，AIS（エタノール不溶性固形物）

を得た．さらにDMSO（ジメチルスルホキシド）

を用いて，AISからデンプンを抽出してグルコア

ミラーゼでグルコースに転化し，グルコース発

色試薬（和光純薬製グルコースＢｰテストワコ

ー）で発色させた後，分光光度計で波長 505nm

の吸光度を測定し，デンプン含量を定量した． 

(3)主幹部への剥皮の幅 

1997年に雲仙市瑞穂町に植栽された13年生

「ヘイワード」を供試し，環状剥皮の処理幅を 

 2.5mm， 5.0mmおよび 7.5mmに変えた区を設

けた．環状剥皮は 6月26日と 7月18日に主幹基

部より高さ約 100cmの部分に実施した．試験規

模は 1区 2樹とした．なお，いずれの処理区も 

6月25日に果実肥大促進を目的にフルメット液

剤4ppmを乾電池式ジベレリン処理器で散布した． 

  剥皮後の 7月18日と 9月11日に剥皮部のカル

スの形成程度を表 4に示す基準で調査した． 

  11月14日に各樹より40果ずつサンプリングし，

果実重を測定した．そのうち20果について11月 

17日に果肉硬度，糖度および酸含量を調査した．

さらに20果は厚さ0.03mmのポリエチレンフィ

ルムに入れ，エチレン発生剤を同封して室温下

で追熟を行い，追熟が完了した11月28日に糖度

を調査した．調査方法は前項と同様である． 

 

2) 秋季の環状剥皮の果実品質向上効果 

(1)1994年 

場内に植栽された 8年生「ヘイワード」を供

試し，1994年10月 4日および10月26日にそれぞ

れ環状剥皮を行う区と無処理区を設けた．環状

剥皮は主幹基部より高さ約80cmの部分に10mm

幅で行った．試験規模は 1区 2樹とした． 

11月25日に各樹より2O果ずつサンプリングし，

そのうち10果についてすぐに果実重，果肉硬度，
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糖度および酸含量を調査した．残りの10果は厚

さ0.03mmのポリエチレンフィルムに入れ，エチ

レン発生剤を同封して室温下で追熟を行った．

追熟が完了した12月 5日に糖度を調査した． 

1995年 1月12日に各樹より結果母枝10本を採

取し，乾燥，粉砕後，酵素法によりデンプン含

量を定量した． 

(2)1995年 

場内に植栽された 9年生「ヘイワード」を供試し，

1995年10月11日，10月25日および11月 7日にそれぞ

れ環状剥皮を行う区と無処理区を設けた．環状剥皮

は主幹基部より高さ約80cmの部分に10mm幅で行

った．試験規模は環状剥皮を行う区は 1区 2樹，無

処理区は 1樹とした． 

 11月27日に各樹より30果ずつサンプリングし，そ

のうち15果についてすぐに果実重，果肉硬度，糖度

および酸含量を調査した．残りの15果は厚さ0.03m

mのポリエチレンフィルムに入れ，エチレン発生剤

を同封して室温下で追熟を行った．追熟が完了した

12月 5日に糖度を調査した． 

 1996年 1月12日に各樹より結果母枝10本を採取

し，乾燥，粉砕後，酵素法によりデンプン含量を定

量した．また，環状剥皮が着花に及ぼす影響を調査

するため，1996年の開花期にあたる 5月26日に供試

樹のすべての結果枝に着生した花数を計測した． 

 

３．結果  

 

1) 夏季の環状剥皮の果実肥大効果 

(1)結果枝の剥皮と葉果比および結果枝長 

剥皮した結果枝に着果した果実は葉果比が高

くなるほど果実が重く，結果枝の長さによる違い

は小さかった（表 5）．剥皮の有無による果実重

の差は葉果比 6および 9で大きく，両者に有意な

差が認められた． 

収穫直後の果肉硬度は葉果比や結果枝の長さ

に関係なく，剥皮することで高くなる傾向にあっ

たが，その差は小さく，葉果比 6・結果枝長「短」

以外では有意な差は認められなかった（表 6）． 

収穫直後の糖度は剥皮すると葉果比が高くな

るほど，結果枝が長くなるほど高くなる傾向があ

り，葉果比 6以上かつ結果枝長「中」以上の区で

剥皮なしとの間に有意な差が認められた（表 7）． 

収穫直後の酸含量は剥皮をすることで高くな

る傾向にあり，葉果比 6以上かつ結果枝長「中」

以上の区で剥皮なしとの間に有意な差が認めら

れた（表 8）． 

 追熟後の糖度は剥皮すると葉果比が高くなる

ほど高くなり，収穫直後の糖度と同様に葉果比 

6以上かつ結果枝長「中」以上の区で剥皮なしと

の間に有意な差が認められた（表 9）． 

 

 

 

 

 

表5 結果枝の環状剥皮が果実重に及ぼす影響 

葉果

比 

結果

枝長 

環状剥皮 

t検定z
 あり 

(g) 

なし 

(g) 

3 短 113.3 105.5 ns 

〃 中 115.0 119.1 ns 

6 短 137.1 103.1 ** 

〃 中 139.5 116.7 ** 

〃 長 137.2 112.3 ** 

9 中 157.0 123.8 ** 

〃 長 147.9 120.4 ** 

 z
 nsは処理間に有意差なし，**は1％レベルで

有意差あり 

 

表6 結果枝の環状剥皮が収穫直後の果肉硬度に

及ぼす影響 

葉果

比 

結果

枝長 

環状剥皮 

t検定z
 あり 

(kg/c㎡) 

なし 

(kg/c㎡) 

3 短 4.12 3.92 ns 

〃 中 4.12 3.85 ns 

6 短 4.17 3.62 * 

〃 中 3.96 3.82 ns 

〃 長 3.81 3.77 ns 

9 中 3.97 3.44 ns 

〃 長 3.86 4.14 ns 

z
 nsは処理間に有意差なし，*は5％レベルで有

意差あり 
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表7 結果枝の環状剥皮が収穫直後の糖度に及

ぼす影響 

葉果

比 

結果

枝長 

環状剥皮 

t検定z あり 

(Brix) 

なし 

(Brix) 

3 短 6.0 5.6 ns 

〃 中 6.3 6.3 ns 

6 短 6.3 5.3 ns 

〃 中 6.9 5.9 * 

〃 長 6.9 5.7 ** 

9 中 6.7 5.8 * 

〃 長 6.8 5.7 ** 
z
 nsは処理間に有意差なし，**は1％レベルで，

*は5％レベルで有意差あり 

 

表8 結果枝の環状剥皮が収穫直後の酸含量に及

ぼす影響 

葉果

比 

結果

枝長 

環状剥皮 

t検定z あり 

(g/100ml) 

なし 

(g/100ml) 

3 短 2.23 2.05 ns 

〃 中 2.22 2.22 ns 

6 短 2.25 1.95 ns 

〃 中 2.36 2.02 * 

〃 長 2.52 2.00 ** 

9 中 2.44 2.04 ns 

〃 長 2.22 1.97 ns 

z
 nsは処理間に有意差なし，**は1％レベルで，

*は5％レベルで有意差あり 

 

表9 結果枝の環状剥皮が追熟後の糖度に及ぼ

す影響 

葉果

比 

結果

枝長 

環状剥皮 

t検定z あり 

(Brix) 

なし 

(Brix) 

3 短 12.6 12.4 ns 

〃 中 13.5 13.7 ns 

6 短 13.8 12.5 ns 

〃 中 14.6 13.3 * 

〃 長 15.2 12.5 ** 

9 中 15.9 13.7 ** 

〃 長 15.4 13.3 ** 

z
 nsは処理間に有意差なし，**は1％レベルで，

*は5％レベルで有意差あり 

(2)主幹部への剥皮の時期 

カルスの形成は剥皮20日後にも認められるが，

形成が進み，剥皮前とほぼ同様に癒合された状態

になるには40日程度必要であった（表10）． 

果実は剥皮を行った区がいずれも 130g程度で，

無処理区との間に有意な差が認められたが，剥皮

の時期による差はなかった（表11）．また 3回処

理した場合でも果実重は 2回処理と同等であっ

た．糖度は収穫直後，追熟後とも 7月中旬と 7

月下旬に剥皮した区が高い傾向にあった．果肉硬

度と酸含量は剥皮によって高くなる傾向が認め

られたが，剥皮の時期と回数による差はなかった． 

翌年の結果母枝中のデンプン含量は処理間に

差は認められなかった（図 1）． 

 

表10 剥皮日とその後のカルスの形成 

  調査日 

剥皮日 

カルス形成指数 

7月10日 7月30日 8月20日 

6月20日 1.5(20)z 4.0(40) 4.2(71) 

7月10日 － 2.8(20) 3.8(41) 

7月30日 － － 3.0(21) 
z ( )内は剥皮後の経過日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

(3)主幹部への剥皮の幅 

カルスの形成は剥皮22日後に指数3.5～4.0，つ

まり形成割合で60～70％の癒合が認められ，55

日以上経過するとほぼ癒合された状態になった

（表12）．剥皮幅によるカルス形成の差は認めら

れなかった． 

果実重は処理間に有意な差は認められなかっ

た（表13）．糖度は収穫直後，追熟後とも剥皮幅

図1 夏季の環状剥皮が結果母枝のデンプン

含量に及ぼす影響（1996年，雲仙市瑞穂町） 
z エラーバーは標準誤差 

 

 

 

0

1

2

3

4

5

6下+
7中

6下+
7下

7中+
7下

6中+7
中+7下

無処理

剥皮時期

デ
ン
プ
ン
含
量
（d
w
・%
）
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が広いほど高くなる傾向にあったが，その差は小

さかった．収穫直後の酸含量は剥皮幅による影響

は認められなかった． 

 

表11 夏季の環状剥皮の時期が果実重および品質に及ぼす影響 

剥皮時期 

収穫直後  追熟後 

果実重 

(g) 

果肉硬度 

(kg/cm
2
) 

糖度 

(Brix) 

酸含量 

(g/100ml) 

 糖度 

(Brix) 

6下+7中 133.3az 3.47a  6.1ab 2.42ab  13.3a 

6下+7下 131.2a 3.41ab 5.8b  2.49ab  13.1a 

7中+7下 129.3a 3.37ab 6.4a  2.52a   13.7a 

6下+7中+7下 129.2a 3.47a  6.1ab 2.56a   13.2a 

無処理 104.1b 3.20b  6.1ab 2.29b   13.3a 
z縦の異なる文字間にはTukeyの多重検定により5％レベルで有意差あり 

 

 

表12 剥皮幅および剥皮日とその後のカルスの形成 

剥皮幅 剥皮日 
カルス形成指数 

7月18日 9月11日 

2.5mm 
6月26日 3.5(22日)z 5.0(77日) 

7月18日 － 5.0(55日) 

5.0mm 
6月26日 4.0(22日) 5.0(77日) 

7月18日 － 5.0(55日) 

7.5mm 
6月26日 3.5(22日) 5.0(77日) 

7月18日 － 4.5(55日) 
z ( )内は剥皮後の経過日数 

 

表13 夏季の環状剥皮の幅が果実重および品質に及ぼす影響 

剥皮幅 

収穫直後  追熟後 

果実重 

(g) 

果肉硬度 

(kg/cm
2
) 

糖度 

(Brix) 

酸含量 

(g/100ml) 

 糖度 

(Brix) 

2.5mm 177.4az 3.14a 8.1a 2.24a  13.1b  

5.0mm 172.7a 2.76b 8.2a 2.22a  13.4ab 

7.5mm 181.4a 2.81b 8.5a 2.32a  13.5a  

z縦の異なる文字間にはTukeyの多重検定により5％レベルで有意差あり 

 

2) 秋季の環状剥皮の果実品質向上効果 

(1)1994年 

果実重および収穫直後の果肉硬度に処理間の

有意な差は認められなかった（表14）．糖度は 

10月26日処理区が，酸含量は無処理区が低く，そ

れぞれ他の処理区との間に有意差が認められた．

追熟後の糖度は10月 4日処理区が高く，10月26

日処理区および無処理区との間に有意差が認め

られた． 

結果母枝中のデンプン含量は環状剥皮を行う

ことによって高くなったが，剥皮の時期による差

はなかった（図 2）． 

(2)1995年 

果実は11月 7日処理区が小さかったが，他の処理

区間に有意差は認められなかった（表15）．収穫直

後の糖度と追熟後の糖度は10月11日処理区が最も高
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く，他の処理区との間に有意差が認められた． 

  結果母枝中のデンプン含量は環状剥皮を行う

ことによって高くなり，特に10月11日および10月 

25日の処理で高い傾向にあった（図 3）． 

 翌年の結果枝あたりの着花数は剥皮した区と無処

理区との間に差が認められ，着花数が 4以上の結果

枝の割合は剥皮した区がおおむね70％であったのに

対し，無処理区は43％と低かった(図 4)． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表14 秋季の環状剥皮が果実重および品質に及ぼす影響（1994年） 

剥皮 

月日 

収穫直後  追熟後 

果実重 

(g) 

果肉硬度 

(kg/cm
2
) 

糖度 

(Brix) 

酸含量 

(g/100ml) 

 糖度 

(Brix) 

10月 4日 101.8az 3.59a 10.2a 3.02a  19.0a 

10月26日 105.5a 3.88a  9.0b 3.05a  17.4b 

無処理 104.6a 3.71a 10.0a 2.86b  17.4b 

z縦の異なる文字間にはTukeyの多重検定により5％レベルで有意差あり 

 

 

表15 秋季の環状剥皮が果実重および品質に及ぼす影響（1995年） 

剥皮 

月日 

収穫直後  追熟後 

果実重 

(g) 

果肉硬度 

(kg/cm
2
) 

糖度 

(Brix) 

酸含量 

(g/100ml) 

 糖度 

(Brix) 

10月11日 113.0az 2.69b  12.8a 2.30a  16.6a 

10月25日 111.7a 2.62b  11.9b 2.01b  15.1b 

11月 7日 102.4b 2.85ab 11.2b 2.10b  15.4b 

無処理 111.4a 2.97a  11.3b 2.40a  14.6c 

z縦の異なる文字間にはTukeyの多重検定により5％レベルで有意差あり 

 

 

 

 

 

図3 秋季の環状剥皮が結果母枝のデンプ

ン含量に及ぼす影響（1995年，場内） 
z エラーバーは標準誤差 

 

図2 秋季の環状剥皮が結果母枝のデンプ

ン含量に及ぼす影響（1994年，場内） 
z エラーバーは標準誤差 
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４．考察 

 

1) 環状剥皮と果実肥大について 

表 5や表11に示すように 6月から 7月にかけて結

果枝あるいは主幹部に環状剥皮を行うことで顕著な

果実肥大効果が認められた．環状剥皮によって形成

層の篩管が切断され，葉で生成された同化産物，す

なわちデンプンが根に転流するのを阻害する．その

ためデンプンが枝や果実に分配される比率が高まり，

そのことが果実が大きくなることに結びついたと考

えられる． 

しかしながら，表 5で葉果比 3の場合に剥皮によ

る肥大効果が認められなかったことは，葉果比が低

い，すなわち果実に対してその養分の供給源となり

得る葉が少ない場合は果実肥大に必要なデンプンの

絶対量が不足し，環状剥皮の効果が得られないこと

が予想される．小原ら12)は結果枝に環状剥皮を行う

と葉果比が増加するに従って果実重量が増加したが，

葉果比 3では通常の果実の肥大（約100g）を示し，

葉果比 4.5および 6では肥大が促進されたと報告し

ており，本報告の結果はそれと一致した． 

一方，10月から11月にかけて実施した秋季の環状

剥皮は表14，表15に示すように 2か年とも果実肥大

にほとんど効果が認められなかった．𩜙ら2)は「ヘ

イワード」果実の細胞数の増加は満開24日目，細

胞肥大は56日目ころまで続き，その後の肥大速度

は著しく緩慢だったと報告している．したがって，

10月はすでに細胞肥大が進む時期ではないこと

からこの時期の剥皮は果実肥大に効果がなかっ

たと判断される． 

2) 環状剥皮と糖度について 

夏季の結果枝に対する環状剥皮により糖度が上昇

した．特に葉果比が 6以上で結果枝長が中および長

の枝に着果した果実で糖度が高かった．このことは

前述した果実肥大と同様，剥皮部よりも先端に着生

した葉が多い場合にデンプンの果実への供給が進み，

それが糖に転化したためと考えてよい． 

しかしながら，主幹部を剥皮した場合，いずれの

処理区でも糖度は無処理とほぼ同等であった．主幹

部への剥皮では表10に示すように剥皮40日後になる

と，カルスの形成が進み，ほぼ癒合された状態にな

っている．このため，一旦，果実に蓄積された同化

産物が地下部など他の部位に移行し，糖度の向上に

結びつかなかったことも考えられる．図 1に示すよ

うに冬季の結果母枝のデンプン含量に差がなかった

こともそのことを裏付けている． 

 一方，秋季の環状剥皮は表14，表15に示すように

追熟後の糖度の向上に顕著な効果がみられた．特に 

10月上旬から中旬の剥皮が糖度が高く，収穫 1か月

前にあたる10月下旬以降の処理では効果が劣る傾向

にあった． 

このことから，秋季の環状剥皮は収穫予定の50日程

度前に処理する必要があるのではないかと思われる． 

 

図4 秋季の環状剥皮が翌年の着花に及ぼす影響  

z 縦の異なる文字間にはTukeyの多重検定により5％レベルで有意差あり  

y 数値は結果枝あたりの着花数  

y 

着花数 

（花/結果枝） 

 

3.96a
z 

 
 

4.13a 
 
 

3.76b 
 
 

3.01c 
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3) 夏季の環状剥皮と果肉硬度，酸含量について 

 果肉硬度と酸含量は糖度ほどの明瞭な影響は受け

なかったものの，結果枝および主幹のいずれの剥皮

によって，どちらも高くなる傾向が見られた．この

ことは熟期の遅延を意味するが，一方で貯蔵性が高

まる可能性があることを示唆している．しかしなが

ら，森口ら7)は剥皮によって果肉硬度は高くなり，

酸含量は低下すると，村上ら9)は果肉硬度は低くな

り，酸含量は差がないと報告しており，今回の結果

とは一致しない．今後に残された課題である． 

4) 夏季の環状剥皮の時期と剥皮幅について 

 夏季の環状剥皮は前項で述べたように果実肥大に

効果が認められたものの，その処理時期は 6月下旬

から 7月下旬の間では明確な差は認められなかった．

森口ら7)は「ヘイワード」を供試し， 6月下旬から 

8月下旬の間で処理時期を変えた 3つの区を設けて

試験をした結果，処理時期が早いほど重量別階級構

成比でのＬ果以上の割合が高かったとしており，本

試験では異なる結果となった． 

環状剥皮による果実肥大促進効果は細胞の肥大に

よるものと考えられており，その意味では細胞数の

増加から肥大に転じ，肥大が停止する満開後25～56

日の間に処理するのが妥当と考えられる．これは暦

日では 6月下旬から 7月下旬に当たり，本試験の剥

皮時期はいずれもこの期間内に設定されていたこと

が差がみられなかった原因ではないかと推察される．

また，村上9)は満開 30日後に当たる 5月下旬以前に

環状剥皮を行うことによって果実肥大効果が現れる

としている．村上の試験は供試した品種が開花期が

本試験で用いた「ヘイワード」よりも約１か月早い

「レインボーレッド」であること，処理部位が側枝

であることで本試験と異なった結果となったものと

思われる． 

 一方，剥皮幅によるカルスの形成程度や果実重，

果実品質に大きな違いは認められなかった．キウイ

フルーツの剥皮幅についてはこれまでに口木ら4)が

 5mmと10mm幅で，三好ら6)が 5mmと 7mm幅で検

討しているが，いずれも花腐細菌病を対象としたも

のであり，果実肥大や品質向上を目的としたもので

はない．環状剥皮は一時的に養分の移動を制限する

ことから樹に対し負担となるものであり，同等の効

果が得られるならば狭い幅の方が望ましい．したが

って，剥皮の幅は今回，試験を行った中で最も狭い 

2.5mmでもよいのではないかと考えられる． 

5) 秋季の環状剥皮と翌年の着花について 

 環状剥皮が翌年の着花を促進することは中島ら11)

がウンシュウミカンで，大城ら13)がカキで報告して

いる．ウンシュウミカンやカキと同じ結果母枝型の

果樹であるキウイフルーツにおいても同様のことが

考えられ，本試験で立証された． 

花芽分化の内的要因のひとつとして，結果母枝の

炭水化物と窒素の比率，すなわちC/N比が影響して

おり10)，炭水化物の比率が高いほど花芽形成が促進

される．本試験では結果母枝の窒素含量を調査して

いないのでC/N比を論じることはできないが，図 2

および図 3に示したように環状剥皮によって結果母

枝のデンプン含量が増加していることが翌年の着花

を促進する要因となったものと推察される． 

また，真野ら5)はイチジクで秋季に環状剥皮を施

し，かつ下位節から採取した挿穂はデンプン含量が

高く，耐凍性が向上したとしている．キウイフルー

ツで秋季の環状剥皮が耐凍性に対する評価は未検討

であるが，本試験の結果，秋季の環状剥皮によりデ

ンプン含量が高まることから，これが耐凍性の向上

にもつながる可能性があることが示唆された． 

 

５．摘要 

 

キウイフルーツ「ヘイワード」について，夏季

または秋季の環状剥皮が果実肥大や果実品質，さ

らに結果母枝のデンプン含量や翌年の着花に及

ぼす影響を調査し，最適な剥皮方法を検討した．

その結果，下記のことが明らかとなった． 

1) 6月から 7月にかけて20日から40日程度の間隔

を空けて主幹部に環状剥皮を 2回行うことによ

って果実の肥大が促進された．また，処理幅は  

2.5mmでも十分な効果が得られる． 

2)収穫予定の50日程度前の10月上，中旬に環状剥

皮をすることで糖度が高くなった．また，結果

母枝のデンプン含量が高くなり，翌年の着花が

増加した． 
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Summary 

 

I investigated the influence of girdling of kiwifruit ‘Hayward’ in summer or autumn that gave to fruit 

enlargement, fruit quality, starch content of the mother branches and flower bearing of next year. And 

examined the most suitable girdling method. 

1) Enlargement of the fruit was promoted by girdling for main stem in summer. In that case, girdling 

interval is from 20 days to 40 days in July or June at twice. The processing width to get an effect is 2.5mm 

enough. 

2) A sugar content became higher by girdling for the beginning or middle of October that 50 days before 

harvest. The starch content of the mother branch became higher by girdling, and flowers bearing of next year 

increased. 


